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2024年度 充実した 1年間にしましょう
 

令和 6 年度が始まります。昨年度は、少人数のよさを活かした児童一人一人の理解度に合わせた

授業、また少人数の欠点をカバーするための他校とのオンライン授業を実施し同じ年の人でもいろい

ろな考え方や感じ方があることを学ぶ授業を行ってきました。また、世界中の日本人学校が日本の学

校行事を現地でも同じように行い、さらに現地ならではの行事を行っています。ジッダ日本人学校で

も、海の遠足や校外学習のアラビックデー、スクールトリップではマディーナに行ってきました。こ

れらはここジッダにいるからこそできた行事です。今年度も、昨年度の経験を活かし、より充実した 1

年間にしたいと考えています。学校経営方針に大きな変更はありません。今まで通りのご理解とご協

力をお願いいたします。 

令和 6 年度の教員は３人体制となります。併せて非常勤教員や職員を紹介します。 
 
 
 

 

始業式のお話を紹介します。（抜粋） 

みなさん、それぞれ学年が 1 つ上がります。2024年度はどんなことをやりたいですか。小学校では

よく低学年、中学年、高学年という言い方をします。この 2年間のまとまりは、それぞれステージに

なっています。今年はそれぞれのステージに一人ずつ進級しました。 

リーダーシップをとる高学年、そのためにはよく考える、深く考えることが必

要です。中学年では、新しい教科（理科、社会）が始まり、知識が広がり、自

分のこと、自分の周りのことを考えることができるようになります。低学年、

新しい小学校という世界、その中で勉強すること、みんなと一緒に生活するこ

とが始まりました。そして低学年２年目は、昨年の経験から考えて判断して行

動するようにしましょう。今年は、一人一人がその目標に力いっぱい向かって

いってほしいと思います。 

新谷太郎 

 

学校経営担当 

 

担当する主な授業 

理科 図工 書写 

 

担当する校内の仕事 

学校経営 安全 会計 

太田育宏 

 

担任学級 １年－３年 

 

担当する主な授業 

国語 算数 社会 体育 

 

担当する校内の仕事 

教務（教育課程、予定、

時間割等） 

青山友則 

 

担任学級 ４年－６年 

 

担当する主な授業 

国語 算数 英語・英会話 

 

担当する校内の仕事 

生徒指導 

（生活 児童会等） 

非常勤講師 

アレハンドラ 英会話 

ラハフ    アラビア語 

 アラビア文化地理歴史 

中野悠子   音楽 

ラッド    校務 運転手 

マーハ    事務 

アブドゥーラ 警備 

サミー    警備 
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2024年度 ジッダ日本人学校の変更点 

１ 学力向上の取組 

  昨年度は、少人数を活かし、児童の理解状況を見ながら授業を進めました。今年度はさらに、学

校の時程を変更し、学校生活を習慣化し、落ち着いた学校生活の実施します。 

学校生活の習慣化 

8：00～8：10 朝の図書、朝の英会話  

8：10～8：20 朝の会  第一日曜日は月例集会、その他の週は、全校集会。 

月例集会は、一人一人との月の個人目標を発表します。 
 

２ バランスのとれた体づくり、体力向上 

昨年度まで、9月までの体育の授業は週 3回とも水泳の授業を行っていましたが、バランスのよい    

体づくり、体力向上をの目指し、今年度は水泳授業を週 2回、日曜日と火曜日にムラブスタンコン

パウンドのプールで行います。木曜日の体育は、マット運動や跳び箱、表現運動などに取り組みま

す。 
 

３ 児童 3人で児童会 委員会を分担運営 

学校で、社会生活を学ぶとき、集団全員が快く生活できるために一人一人に役割を分担して責      

任感や社会性を身につけていきます。今年度はクラスは違いますが児童 3人が一つの集団と考え、

学年の違いを考慮しながら児童会や委員会の役割を分担し、責任感や協力する心を身につけ達成感

を感じられるようにします。学校のやくそくも児童全員で話し合いながら、やくそくの大切さやや

くそくを守ることの意味を考えさせます。「集会室の遊び方」はこれから考えていくテーマになりま

す。 
 

４ 安全の確保 

  教員が３名しかいないため、授業を２クラスで行っているときは、授業をしていない教員は１名

のみになります。これでは、危機対応が十分とは言えず、事件やトラブルを未然に防ぐことが大切

になってきます。幸い本校は、外壁、校舎の鉄格子門、そしてパニックルーム（避難部屋）の３重

構造で安全を確保しています。まずは校内の安全を確保するために、校内への人の出入りのチェッ

クを厳しくします。 

（１）登下校時の乗り降りは速やかに行うようお願いします。 

敷地内への入校は、7：45～8：00の間にお願いします。 

それ以前は、朝の打合せ等を行っています。 

（２）外壁の鉄門と校舎入り口の鉄格子門が同時に開いていることのないようにします。 

鉄格子門の開閉スイッチは、教職員のみが押します。 

（３）学校行事 

水泳大会、学習発表会、運動会などの大きな行事を除き、在籍児童 3名が運営するこいのぼ  

り集会などは、未就学児とその保護者の方のみを参加対象として実施します。 

 （４）漢字検定 

    漢字検定については、1年間の漢字学習のまとめということで実施してきましたが、合格判

定、賞状の送付などが 2025年 4月になること、安全対策、受験者対応事務の煩雑さを防ぐた

めに、学校外部者の受検を中止します。そのため、漢字検定協会の規定にある漢字検定準会

場の最小施行人員 10名を確保できないため、今年度の漢字検定協会の漢字検定の実施を中止

し、代わってジッダ日本人学校漢字検定を実施します。 

（５）英語検定 実施するか現在検討中です。 

今後の主な予定 

4月 14日（日）始業式 

16日（火）避難訓練（不審者） 

25日（木）家庭訪問 

28日（日）学校運営委員会 

5月 15日（水）避難訓練（総領事館） 

令和 6年度ジッダ日本人会 学校関係役員紹介 

ジッダ日本人会  会長  佐瀬聡 様 

学校運営委員会  委員長 酒井宏道 様 

よろしくお願いいたします。 


